
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１１年９月１１日              NO,２７０ 

 

 国道１２０号から高 

戸谷の住民センターに 

むかう途中の小高い所 

に、二十一夜供養塔、 

百万遍供養塔、庚申塔、 

お地蔵様などの石仏が 

たくさんあります。 

 利根村史では、ここ 

に昔は地蔵堂があり、 

明治時代に建て替える予定で取り壊したが、そのままになって

いると記されています。 

 吹割渓谷遊歩道入り口（吹割大橋のたもと）に十二山神社が

あり、今も地元の人など多くの人が参拝しています。 

                  高戸谷と追貝の間の

片品川に橋がはじめて

架けられたのは、延宝６

年（１６７８）で真田伊

賀守の時代でした。 

                  その記念に十二山神

社が、祀られたといわれ

ています。（最初は、現在と

ちがう場所に建てられました） 

 
こ
ん
に
ち
は
。
野
田
首
相
は
、
前
内
閣
の
財
務
大
臣
と
し
て
、
社
会
保
障
と
税
の
「
一
体
改
革
」
の
名

で
、
消
費
税
１０
％
へ
の
増
税
や
「
復
興
増
税
」
の
路
線
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、「
ミ
ス
タ
ー
増
税
」

と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

野
田
首
相
は
、
「
決
し
て
財
政
原
理
主
義
者
で
は
な
い
」
と
弁
解
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
増
税
は
推

進
す
る
け
ど
、
増
税
の
時
期
は
経
済
状
況
み
て
決
め
る
と
言
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
く
ら
し
を
壊
す
増
税

へ
の
国
民
の
批
判
を
鈍
ら
せ
よ
う
と
す
る
の
が
ね
ら
い
で
す
。 

 

野
田
首
相
は
、
消
費
税
増
税
な
ど
の
時
期
に
つ
い
て
、
「
経
済
状
況
が
好
転
し
て
か
ら
」
と
言
っ
て
い

ま
す
が
、
政
府
の
判
断
で
、
「
経
済
状
況
が
好
転
し
た
」
と
判
断
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
時
か
ら
、
東 

日
本
大
震
災
の
被
災
者
を
含
め
て
大
増
税
が
襲
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

く
ら
し
優
先
の
経
済
・
財
政
へ
と
転
換
さ
せ
る
た
め
に
も
、
民
・
自
・
公
の
翼
賛
体 

制
を
国
民
的
運
動
で
包
囲
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 第４１回市民体育大会が４日開かれ、１０４．０点を

獲得した北部支部が優勝しました。 

 北部支部と同得点だった、東部支部が優勝種目の数で 

             第２位となりました。 

              第３位は、１０２．０点 

の利南支部でした。 

 １０月９日におこなわれ 

る市民運動会の得点とあわ 

せて、総合優勝が決まりま 

す。 

 森林（もり）の館の管理・運営をサラダパークぬまた

と一体でおこなう条例改正が６日、可決されました。 

 サラダパークぬまたは、指定管理者が決まらなかった

ため、再募集し１２月定例市議会で指定管理者を決める

予定で、指定期間は、来年４月１日から５年間です。 

 ９月定例市議会が６日開会し、会期を２７日までの２２日間と決定し、

「住宅リフォーム助成制度創設を求める請願」（２件 経済建設常任委員

会）と「高等学校再編整備計画に伴う沼高・沼女の存続についての請願」

（総務文教常任委員会）を常任委員会に付託し、平成２２年度沼田市一般

会計及び特別会計７件の歳入歳出決算認定などの議案が提案されました。 

 決算審査特別委員会（委員長 石井絋一議員 副委員長 島田富造議員）

は、１４日総務部、１５日市民部と健康福祉部、１６日経済部と都市建設

部、２０日教育部（討論・採決）の日程でおこなわれ、傍聴もできます。 

 一般質問は、９日と１２日の２日間で８人の議員がおこない、大東議員

の一般質問は１２日の３人目です。（午後２時頃からの予定） 

 ２０１０（平成２２）年度一般会計決算では、次年度に繰り越す７千９

百８４万円を差し引いた実質収支額が、５億１千９百７３万円の黒字とな                        

り、４億７千万円が財政調整基金に積み立てられました。

市税など自主財源は２億５千６百３４万円減り、地方交 

付税など依存財源が６億６千８百１万円増えました。 

 市税の減収は、市民の所得を増やすことや企業の活性化

などがすすまなかったことのあらわれとも考えられます。 


